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色分けはどの科目でどのような
コンピテンシー領域を学ぶのか
を提示したもの。●〇◎は合否
判定される科目。

Advanced A：指導医の監視下で、医学生と
して十分な知識を持ち、現場においてパ
フォーマンスを示すことができる

Applied B:  模擬的な環境でパフォーマンス
を示すことができたり、問題解決ができる

Basic C-D：基盤となる知識・態度・価値観
が身についている
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〇：臨床実習前のコンピテンシー領域を総括評価（合否判定）する教科
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◎：卒業時のコンピテンシー領域を総括評価（合否判定）する教科

ーコンピテンシー領域をどの学年で、どのようなレベルの学修と形成評価（フィードバック）を受けながら、どの段階で総括評価（合否判定）を実施するかを概観したカリキュラムマップー

Ⅵ．医療・福祉への貢献

Ⅶ．科学的探究

Ⅷ．国際医療人としての資質

Ⅰ．プロフェッショナリズム

Ⅱ．医学知識

Ⅲ．診療の実践

Ⅳ．コミュニケーション

Ⅴ．チーム医療の実践
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●：コンピテンシー領域のマイルストーンを総括評価（合否判定）する教科：複数の教科で多面的に評価を行う
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卒業時コンピテンスと学修/評価ガイドの概略図

コンピテンシー領域は、
複数科目で横断的に学び、
らせん型に獲得していく。
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